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東京電力福島第一原子力発電所内状況把握の解析・評価に関する研究の一環として、非常用復水器（IC）

の凝縮現象評価用試験装置を用いて、その凝縮性能に関する試験データを取得した。本報告では凝縮終了

位置に注目してのデータ解析結果を示した。本成果は IC 伝熱性能計算に役立てることができる。  
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1. 緒言 

 東日本大震災時の事故直後非常用復水器(IC:Isolation Condenser)で炉心冷却されていた原子炉は、津波に

よる電源喪失により IC 機能が喪失され、炉心崩壊につながった。この事故解析や今後の高性能 IC の開発

にも IC の凝縮性能を評価するための試験データが必要となる。そこで、主に事故解析コード SAMPSON の

IC 凝縮性能の解析精度評価を行うための試験データを取得し、データ評価を行った。 

2.実験装置 

 試験部は長さ 2m、内径 10.22mm の伝熱管で、長

さ 1.2m、内径直径 35cm の横置き凝縮槽内にほぼ水

平に設置してある。試験部水蒸気は電気加熱ボイラ

から供給し、凝縮槽内の冷却水は下方から流入し、

上方から流出する。主要計測項目は試験部出入口圧

力、温度、流量、伝熱管内温度、凝縮槽側冷却水の

流量、出入口温度、凝縮槽内の温度等である。 

3.試験結果と考察 

 試験は伝熱管内及び凝縮槽内状態量が一定となる

定常状態で行なった。伝熱管内温度は上部の内壁近

傍の ch1~ch7 迄の 7 か所で計測した。管内流体は凝

縮終了後に未飽和水となるので、内部の流体温度計

測により凝縮終了位置を推定できる。図に試験結果

例を示す。この例では凝縮終了位置は ch5 と ch6 の間にある。凝縮終了位置から伝熱計算を開始し、ch6 と

ch7 の温度データから凝縮終了位置を推定する。推定例を表に示す。凝縮終了位置は全長 2m の伝熱管内数

cm 以内で推定されている。表中距離の差が＋の場合計算の伝熱量が大き過ぎる事を示している。 

4.結言              

 IC を想定した伝熱管内での水蒸気凝縮試験を行ない伝熱データを取得し、伝熱流動解析を併用して伝熱

管内での凝縮終了位置を中心に検討した。この結果は解析コード SAMPSON の検証用となる。 
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0.251 19.2 0.028 0.420 -0.028 

0.301 20.2 0.002 0.390 +0.002 

0.360 29.6 0.032 0.360 +0.032 
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